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エーテルで抽出しエ{テル!青ば7K洗乾燥後ヱ{テルを滞去した残誼を沼精より再結品すると
Agrykonとして絹糸散の結品PP. 1370が得られる。又エ{テル拍出残液を茨酸ソ{ダで、中和し
常法によりPhenyhydrazin を作用せしむると黄色の 結品が得られる。 之 を酒精より 再結晶すれ
ばFp• 2080となり葡萄糖から作ったOsazonと混融しても融点、が降下したい。
1). 薬誌 58， 859 (1938) :同. 59， 483 (1939) 
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(1)粒府活性用長の発火点に及ぽす賦活温度
と 時間の影響に就いて
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溶剤回収用茨の製造法に就-いては各砲の研究特許等多数量うるが大別すると瓦斯賦活法と薬品賦
活法の 二者となる 。 筆者等;の採用 Lたの は後者郎 ち 薬品法 中，塩化亜鉛 を 使 用 するもDであ って
其θ概要は風乾せる鋸屑を7-8倍重量の塩化亜鉛液(濃度約50μ)と1-2 %重量り塩酸液と
の混合液で数時間揖氏120度辺で蒸煮し諸過， 造粒， 予備乾燥，賦活賠焼後，酸洗， 水洗し乾操
仕上げるものである。 回収茨ば通常， 径4粍長さ4-4.5粍の形北�を規格し工業上必要なl笠1fjçと
しては吸着力，硬度，脱者力， 発火点等である。発火点は我国ぜは商工省告示第六九六号(昭和
十六年八月九日)によると 酸素気流下，揖氏 250度以上となっているが外閣では300度以上 を規
定している。 筆者が発火点に関し首記の影響を追求したのは種々な合長案有機物を原料として木
製惑を 行った際， 製品の 仕上 乾燥時 ，揖氏 200度 内外で発火慨d尭ナる も のが可 成り 屡々現 われた
ので，か与る点に関ナる報交を調べたが見出されなかった。 筆者はとの原因を本製造保件よb種
種考察し(1)鋳鉄製蒸煮躍の内張 り 鉛板よりi容出 混存した鉛塩の存在，(2)賦活温度並に共の時
間D影響のこてコ，に着目したが(1)の僚件は試料 を充分 酸洗し鉛塩を完全に除去した 結果， 主j京区!
で、ない事が確占うられたので(2)の原因につき研究 を進めた。
賦 活 熔 i焼 炉
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試料は上記製造僚件で、蒸煮， 遺粒， 予備乾燥したもの
より100瓦宛とり径5糎長さ10揮の素焼円筒に容れ両端
を軽〈石綿板で塞ぎ予め所定温度に遼せしめた直怪15糎
長さ90糎の横型電気環扶;櫨の中央部に入れ;瞳の両端を軽
〈 塞 ぎ賦活賠焼 し冷後取出し酸洗， 水洗， 乾燥仕上 げて
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発 火 点 測 定 装 置 発火点を測定した。装置の踏図
は左の如〈温度は充分注意して
土ゲC位('1:調節した。
叉発火点測定装置の略図及び、
操作方法は三えの如〈である 。
之に 用 いた 燃焼管は径 2糎長
tZ4h計
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さ40糎の一端近〈に径11短長さ7，1建の技管を附ーした硬質硝子管で此の端に3600Cの水銀寒暖計を
挿入したゴム栓を成主う他端l'C径1梅長さ7糎のlíít'子管を貫通したゴム栓を施L是より図の如〈酸
素気流を選るp 今試料約3瓦を秤量し之れを燃焼管の中央部に入れ軽〈石綿識維にて支さえ水銀
主主暖計を装入した後， 径12糎長さ301涯の電気環扶燈中に装顕し酸素気流を一分間150c.c. の流速
で通じっL徐々に昇温せしめ温度上昇を時間 と共に記錯する時この曲椋の念昇部がgpち発火点を
示ナ， 然し実験的には注意深〈観察すれば: rボン」と小爆昔を発すると共に計示度の急:昇が認め
られ同時に茨素粒の赤熱と白煙現象が見うけられる事により充分反!恵点を認める事が出来る。上
越の操作により数々の実験を行ったが今その一例を挙げると弐の様で是うる。
(A)賦活温度 の影響
先や賦活温度を揺氏300度より700度迄とり時間を2.時間一定とした。
印ち賦活温度4旬。C以下では発火点は2EíOOC以
下であるが5000C以上のl申は 何れも3000C以ヒの
ものが得られ6000C以tでは大体一定し33!10Cで
るる事が判った。
(B) 賦活時聞の影響
共ぎに賦活温度は6000Cと定め時間を程々変更し
て見た。
院「賦活時間i由("C)l発火点く'C)
I .1 I 0.5 600 238 
I 2 I 1.0 I � 282 
! 3 I 1.5 ク i 300 
番号l賦話調度CC) I時間〈時)1発火点(OC)
300 2 179 
350 か 183 
3 400 ク 192 
4 450 か 237 
5 I 500 グ 3つ9
6 550 か 324 
7 600 グ 333 
日 650 ィク 335 
9 700 か 336 
クhvhゲ
郎ち賦活時間，1時間以下の場合は発火点は300
OC以下であるが2時間以上白時は必らや8000C以
上のものが得られる事が確かめられた。
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どクÁ 以上の実験より塩化亜鉛法による溶剤回牧用炭の
日 4.0 ク 338 
製造中，我々が屡々遭遇した製品の仕上乾燥時の発
火燃焼の現象は鉛θ如き金属酸化物の除去も回より必要で、苦うるが夫の主原因は予想、の如〈賦活温
度及び時聞にるった事が本研究により明かにせられ師ちエ業上掃氏600度，2時間以上の賦活情
燥を行えば発火現象θ杷憂が全〈なき事が此の結果を基礎にした爾後θ製造作業に於て充分立言)1
遂行された。
CH) 粒版活性用茨の吸着力特に硬度に及Lfす
賦活方法の影響に就いて
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活性安素の特性ば吸苦力の大なる事にあるは言う迄もない。 随って従来発表された諸研究ば殆
んど吸着に関ずる諸問題に限ちれ硬度については殆んど行われていない。 勿論，脱色用粉炭にあ
っては是は必要外であるが陪剤回収用実や防毒マスク茨の如き粒fUt茨にあっては工業的利用の見
地から硬度が大きな問題と・なって〈る。 部ち何れD溶剤を回i段ナるにせよ一旦吸若ぜしめたもの
は水蒸気により直接又は間接加熱して脆着を行うが此の際，硬度の弱いものは漸弐破砕せられて
